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業績予想の修正に関するお知らせ

各位

　最近の業績動向等を踏まえ、平成１６年８月５日の第１四半期決算発表時に公表いたしました平成１７年３月期中間業績予

想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。

記

１．平成１７年３月期中間業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日）

(1)連結業績予想数値の修正

（単位：百万円）

  売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想（Ａ） 2,160,000 67,000 43,000

今回修正予想（Ｂ） 2,260,000 94,000 58,000

増減額（Ｂ－Ａ） 100,000 27,000 15,000

増減率（％） 4.6% 40.3% 34.9%

ご参考
 

前期（平成16年3月中間期）実績

1,994,152 19,775 10,170

(2)単体業績予想数値の修正

（単位：百万円）

  売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想（Ａ） 1,740,000 17,500 19,000

今回修正予想（Ｂ） 1,850,000 27,500 24,000

増減額（Ｂ－Ａ） 110,000 10,000 5,000

増減率（％） 6.3% 57.1% 26.3%

ご参考
 

前期（平成16年3月中間期）実績

1,596,922 8,747 △3,434

２．修正の理由

当中間期の連結売上高は、２兆２，６００億円程度（前回予想比１，０００億円の増加)となる見込みです。これは主に、猛暑等に

よりガソリンや電力会社向け重油等が増販となったことによるものです。
 

連結経常利益は、原油価格が高値で推移し、総平均法による在庫影響が増加したことなどにより、前回予想に比べ２７０億円

程度増加し、９４０億円程度となる見込みです。



単体業績につきましても、上記と同様の理由により、売上高は1兆８，５００億円程度（前回予想比１，１００億円の増加）、経常

利益は２７５億円程度（前回予想比１００億円の増加）となる見込みです。

なお、通期の業績見通しにつきましては、中間決算発表時に公表いたします。

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績につきましては、さまざまな要素に

より、予想数値と大きく異なる場合があります。業績に影響を与える要素には、経済情勢、原油価格、石油製品の需要動向および市況、為替レー

トならびに金利の動向が含まれますが、これらに限定されるものではありません。

以上


